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なお、当該実績が国土交通省が発注した
工事のうち入札説明書に示すものに係る実
績である場合にあっては、評定点合計が入
札説明書に示す点数未満であるものを除
く。
また、国内実績のない外国籍企業が国外
での施工実績により参加する場合、小樽開
発建設部総合評価審査委員会における審査
の結果、同種工事の実績として妥当と判断
された場合、参加を認める。
ウ 次に掲げる基準を満たす主任技術者又は
監理技術者を当該工事に専任で配置できる
こと。ただし、配置予定技術者が現在他の
工事に従事している場合は、契約締結日ま
でに当該工事に配置できること。
なお、受注者は、工事の継続性等におい
て支障がないと認められる場合において監
督職員との協議により、主任技術者又は監
理技術者を変更できるものとする。
 １級土木施工管理技士又はこれと同等
以上の資格を有する者であること。ただ
し、代表者以外の構成員については、２
級以上の国家資格を有する主任技術者を
配置すること。
 平成14年度以降に、上記イ本文に掲げ
る工事の経験を有する者であること。
なお、当該経験が国土交通省が発注し
た工事のうち入札説明書に示すものに係
る経験である場合にあっては、評定点合
計が入札説明書に示す点数未満であるも
のを除く。
 監理技術者にあっては、監理技術者資
格者証及び監理技術者講習修了証を有す
る者であること。

競争参加者の資格に関する公示の訂正
次のとおり訂正します。
平成 29 年８月 23 日

北海道開発局長 和泉 晶裕
◎調達機関番号 020 ◎所在地番号 01
１ 掲載日 平成29年８月４日付（号外政府調達
第147号）
２ 変更内容 39ページ１段目の競争参加者の資
格に関する公示中、５中「平成29年８月25日」
を「平成29年９月１日」に、「平成29年８月26日」
を「平成29年９月２日」にそれぞれ訂正します。

５ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 71, 27

 Nature and quantity of the products to be

purchased : Hospital total information Sys‑

tem 1 set and system maintenance commis‑

sion for 5 years.

 Type of the procurement : Lease

 Basic requirements of the procurement :

 This system should generally support

the medical care services and business

management at Japan Organization of

Occupational Health and Safety Ku‑

mamoto Rosai Hospital. This should be

 出資比率は、すべての構成員が、均等割の
10分の６以上の出資比率であるものとする。
 代表者の要件は、より大きな施工能力を有
する者であって、かつ、出資比率が構成員中
最大である者とする。

７ 競争参加資格の有効期間
特定建設工事共同企業体としての有効期間

は、競争参加資格を決定したときから契約の相
手方が確定されたときまでとする。

８ 資格審査申請書類
 提出書類及び提出部数
ア 一般競争（指名競争）参加資格審査申請
書（特定建設工事共同企業体）１部
イ 特定建設工事共同企業体協定書（写し）
１部

 申請書類の作成に用いる言語 日本語
 申請書類の入手方法 申請書類は、次のア
ドレスにアクセスして得るものとする。
http://www.hkd.mlit.go.jp/ky/jg/

koujikanri/u23dsn0000000v1h.html

９ 資格審査結果の通知
資格決定通知書により通知する。

10 その他
 共同企業体の名称は、一般国道５号小樽市
塩谷トンネル工事〇〇・ ・××特定建設
工事共同企業体とする。
 共同企業体の資格審査を申請する者は、併
せて支出負担行為担当官北海道開発局小樽開
発建設部長が別に公告する入札参加資格の確
認を受けるものとする。
 申請手続の照会先は、次の場所とする。
ア 北海道開発局事業振興部工事管理課
イ 北海道開発局小樽開発建設部契約課

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 29 年８月 23 日
契約担当役
独立行政法人労働者健康安全機構

熊本労災病院長 猪股裕紀洋

◎調達機関番号 590 ◎所在地番号 43
〇第 55 号
１ 調達内容
 品目分類番号 71、27
 導入計画物品及び数量 病院総合情報シス
テム一式及び５年間のシステム保守業務委託
 調達方法 借入
 導入予定時期 平成30年度第３・四半期
 調達に必要とされる基本的な要求要件
 本システムは独立行政法人労働者健康安
全機構熊本労災病院における診療業務及び
経営管理業務を総合的に支援するためのも
ので、電子カルテシステム（カルテ入力、
カルテ履歴参照、検査結果参照、診療予約、
検査予約、処方指示、注射指示、服薬指導
指示、処置指示、検査指示、放射線指示、
リハビリ指示、食事指示、栄養指導指示、
入退院指示、病棟移動指示、看護指示、ク
リニカルパス指示、病名入力等）、部門シ
ステム（医事会計｛債権管理、診断書作成
管理｝、調剤支援｛処方、調剤機器接続、
薬剤情報、注射情報｝、検査支援｛生化学・
血液・一般検査・血清・外注等検査、採血
準備、採血受付、細菌検査、感染管理、輸
血管理、生理検査｝、看護支援｛病床管理、
看護診断、看護支援、リスク管理等｝、栄
養業務支援、放射線部門業務支援、リハビ
リ業務支援、医療安全支援、健診業務支援
等）の業務全般にわたり統合的に管理、参
照が行えるシステムであること。
 本システムは、患者基本情報、診療情報、
画像情報など円滑に交換でき、そのために
必要な国際的な標準規格に準拠した通信規
格、データ形式を提供出来ること。
 本システムは、業務用データベースとは
独立した、患者の臨床データ、情報を国際
的な標準規格に準拠したデータ形式により
長期的に蓄積管理できる機能を有するこ
と。
 本システムは、要求機能を達成するため
に十分なデータ処理機器、端末、ネットワー
クを保有すること。
 本システムは、各部門で使用している医
療機器及びシステムに対するインターフェ
イスを有すること。

 本システムのうち、病院業務に不可欠な
システムは、24時間、無人であっても自動
稼働し、安全で容易に運用できること。ま
た、システム障害対策が十分になされてい
ること。
 利用者層に応じたデータのアクセス権が
設定できること。また、プライバシーの保
護及びセキュリティ対策が十分なされてい
ること。
 本システムは、病院経営、診療業務を高
度に支援するため、最新の技術に基づくこ
と。また、操作性及び応答時間は、十分実
業務に対応できること。さらに各種データ
の二次利用が可能であること。
 本システム保守は、安定稼働のため24時
間の監視と素早い障害対応が可能であるこ
と。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 平成29年９月22日15時
（郵送の場合は、前日迄に必着のこと。）
 提出先 〒8668533 熊本県八代市竹原町
1670 熊本労災病院会計課契約係 相緒 友
樹 電話0965334151

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 平成29年８月23日から平成29年
９月22日まで。
 交付場所 上記２に同じ
４ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
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